


































ランド統計報告書 巻 （以下、 と略記）と
年代前半期に刊行された新スコットランド統計報告書 巻
（以下、 と略記）の両シリーズがある。 は 年代にスコットランド

















として知られている。ただし、多くの研究が指摘しているように ）、 と の記述
内容は主として教区牧師の執筆によるものであり、研究分析の基礎資料として利用する際
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） スコットランド中西部地方 というのは






























が 人、ダンバートン州が 人であった。この数値を分子に、 世紀末の居住人口数
を分母にして人口成長率を算出してみると、上記の つの州はそれぞれエア州が ％、ダン










）菊池 紘一 世紀スコットランド地主と村落創設運動 社会経済史学 第 巻第 号， 年，
頁。新井嘉之作 スコットランド先進地域における農業近代化の一段階 、 頁。 林 妙音
スコットランドの人口動向と繊維生産の地域分布 年から 年まで 大阪商業大学論集 第






位は 人、 教区 人、 教区 人であった。その次に来る
人規模の居住人口を擁する教区は 教区、 人規模のそれは 教区に数えられる。こ
の 教区を除いた州全体の人口分布としては、次のことができる。すなわち、 世紀末にお

















の 教区の 人、そして 位の 教区の 人から大きく引き離れている
ことは 教区がエア州において特殊な位置づけと発展経路を持っている可能性が
大きいことを示唆している。なお、 年代に関しては、居住人口 人規模は 教区、
人規模は 教区、 人規模は 教区、 人規模は 教区、 人規模は 教区、
人規模は 教区、 人規模は 教区、 人未満の規模は 教区というような大まか




模は 教区、 人規模は 教区、 人未満の規模は 教区があり、 年代になると居














）教区名の綴り方は の表記に従う。 表 、表 、表
は同じ。
） 年代の人口数に関しては、 年のみの記載 年のみの記載、 年と 年













られたのは の 人であり、その次は 教区の
人、 教区の 人、 教区の 人の順になっている。この 教区









は 教区の 人、 教区の 人、 教区の
人、 教区の 人であった。ラナーク州もこのように前述した つの州と同様
に、人口規模が大きい教区の方が顕著な人口成長を成し遂げる例証となるであろう。なお、
年に 万人を上回る人口が居住するようになったラナーク州においては、 万人規模の
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教区は つ、 人規模は つ、 人規模は つ、 人規模は つ、 人規模は







は繊維生産地区の と であり、それぞれ 人と 人程度の居住
人口を擁していた。この 教区を除いて他の 教区の人口規模の分類としては、 人規模
は 教区、 人規模は 教区、 人規模は 教区、 人未満の規模は 教区となって
いる。レンフルー州は中西部地域の つの州の中で最も人口密度が高い州であったことを反
映しているかのように、 世紀末には州人口の 割強が上記した つの教区に集中して居住
していたことが表 から窺える。一方、人口増加に関しては、上記同様の つの教区が最も
目を見張る数字を示している。即ち、 教区は 人、 教区は 人、
教区は 人という人数での人口増加が見られたのである。そして、
年における教区ごとの人口規模としては、 万人規模の教区は つ、 万人規模は つ、
人規模は つ、 人規模は つ、 人規模は つ、 人規模は つ、 人規模









） 年における 教区の人口数は と が統合して出来上がっ
た教区の人口数である。
） 年における 教区の人口数は と が統合して出来上
がった教区の人口数である。
） 年における 教区の人口数は と が統合した出来上がった教
区の人口数である。









は と という つの教区が典型として示しているように、製造業とそれに
関連する商品流通の成長によって牽引されてきた傾向があることができる。
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） では、 の 教区の記載が存在して
いない。







椎名 重明 イギリス産業革命期の農業構造 御茶の水書房、 年。
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